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論 文 内 容 要 旨
1課 題
本論文の課題 は・ これ までに実施されてきた食糧管理制度における規舗緩和が、米穀の
流通に関わる主体にどのような影響を及ぼしたかを明らかにするとともに、その主体の行
動が米穀流通の実態を変化させ、 「主要食糧の需給及び価格の安定に関する法律」(1994
年12月成立、1995年11月施行、略称:新食糧法)の 制定を導 く契機になったことを示すこ
とである。
具体的には、第一に、ここ数年の米穀流通規制緩和及び新食糧法が、これまでの食糧管
理制度の変遷か ら見て、どのような位置づけが与えられるのかを論 じる。
第二に、その中で米穀の消費地流通の中心を担 う米穀卸売業者がどのような行動をとり
、その事がどういった性格の変化を意味 しているのかを明らかにす る。
第三 に、そうした米穀卸売業者の行動、性格の変化が食糧管理制度下での米穀流通をど
のように変化させ、新食糧法の制定を導 く契機となったかを示すことである。
皿 対象
新食糧法の制定に先立ち、これまでの食糧管理制度の基礎であった食糧管理法は1981年
に改定され、それ以降様 々な規制緩和措置が実施されてきた。そうした規制緩和措置は、
具体的には 「川下」部門、すなわち消費地流通に関す る規制緩和が中心 となっており、卸
売 ・小売業者が受けた影響はめざましいものがある。それゆえ、本論文では産地側ではな
く、米穀卸売業者に焦点 をあて る。
皿 方法
上記の課題を果たす上で、用いたデータ及び分析方法は以下の通りである。
第一に、米穀卸売業界全体の構造及び規制緩和による行動の変化を把握す るため、主に
食糧庁の統計資料を用いて分析する。但 し、統計資料では数量的 ・概括的には把握できて
も、今後の動向やより詳細な状況を知ることはできないので、 「アンケー ト調査」と 「闘
一34一
き取 り調査」で得 られた集計結果と提供資料 も用いる。
第二に、米穀 の需給調整機能が実態としてどうなっているのか、価格形成の主導権がど
こにあるのかを米穀卸売業者 との関係で把握するため、自主流通米価格形成機構 における
入札取引価橋データと米穀卸売業者間で売買される卸間売買価格データとを用い、分析す
る。
第三に、米穀卸売業者がどのように再編され、業界の構造がどうなっているのかを明ら
かにするために、業界誌などか ら個別データをひろいあげ、そこに現れている共通の傾向
を抽出す る。
IV展 開
1)米穀卸売業者の一般的動向
統計データ及び 「ア ンケー ト調査」、 「聞き取 り調査」結果の分析で明 らかになった米
穀卸売業者の一般的動向は以下の通 りである。
第一に、業者数は全体 として減少傾向にあるが、系統毎に異なった動 きを見せている』
全農系統は全国販売網の確立を目指す動 きが見られるのに対 し、既に全国に系統所属の卸
売業者が存在する全糧連系統は都道府県別に統合化の動 きが見受けられる。また、全米商
連系統は、全農系統 と異なり、系統所属卸売業者が存在 しない県への新規参入ではなく、
むしろ既存の卸売業者が多 く存在する激戦地の都府県への新規参入が特徴的である。規模
別動向で見れば、おおまかに言 うと、ゆるやかに両極分解 しっっあり、卸売業者間の規模
別格差が見受けられるが、都道府県毎に状況がかな り異なっている。以 上のような業者数
の動向の特徴は、都道府県境を越えた広域販売での競争が今後進展することを考えれば、
重大な意味を持 っていると言えよう。
第二に、米穀の仕入の面では、当然のことながら、自主流通米の仕入が多 くな っている
が、銘柄の集中化とともに単体販売用と混米用の区別化が見 られ、それに新 しい銘柄の導
入が絡み合 う恰好になっている。新 しい銘柄の導入は、一時的には、卸売業者か ら見れば
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ビジネス ・チャンスであり、それゆえ新 しい銘柄の生産 に対する要望は強いが、同時に産
地に対する様々な要求 も増大する。
第三 た、販売の面では、全体 として精米での販売が多 くな っているが、一方で大消費地
を中心に玄米での販売 も多い。その背景には 「仲卸」的小売業者の存在があり、それゆえ
競争 も激烈になっている。精米での販売が多いのは、小型の精米機を有 している伝統的な
個人経営の米穀店が不振に陥り、個々には精米機を持たず、卸売業者の大型精米機による
集中携精を利用する量販店での米穀販売が拡大 しているか らであるが、同時に卸売業者が
自らの利潤の源泉 として 「消費者嗜好」を組織 し、多様なブラン ド・ブレン ド販売を行お
うとしているためでもある。
2)米穀流通の規制緩和 と米穀卸売業者
政府によって実施 された米穀流通の規制緩和措置は、大型外食事業者への販売に しろ、
販売先の小売業者の拡大に しろ、営業区域の拡大に しろ、卸売業者にとって米穀の販路を
拡大することを可能にするビジネス ・チャンスである。 しか しながら、他方では他の卸売
業者 との競争を激 しくすることで もあり、リスクも背負 うことになる。 また、既に卸売業
者間で格差があり、都道府県ごとにその状況は異なっている。そうした条件下で激 しい競
争が生 じれば、これまでの流通秩序は根底から崩れ、新たな流通秩序が形成されていくこ
とになる。
3)自主流通米入札取引の導入 と米穀卸売業者
自主流通米の入札取引の導入によって卸売業者の仕入価格に幅ができ、 しか もその価格
が卸間売買価格よりも、場合によって低 くなることか ら、卸間売買を通 じた利ザヤ獲得の
可能性を大きくした。また、仕入価格が変動することによって、卸売価格 とのギャップが
生 じ、その価格の差が、大規模業者 と小規模業者の格差を生みだす要因 となっている。こ
うした格差は、規制緩和措置 とあわさって、卸売業界の再編を導 く契機になった。
4)米穀卸売業者の再編動向
現段階における米穀卸売業界の再編は、商業資本的性格を強めた卸売業者がイニシァテ
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イヴをとりなが ら内部で水平的 ・垂直的統合化、すなわち他の卸売業者、小売業者や産地
側(集荷業者、生産者)と の提携 ・組織化を進めるとともに、外部資本(外食産業、大手
流通業者、商社、等)と の結び付 きを強めているという特徴を持っている。 こうした動 き
は米穀の国家管理を実態 としても、理念として も突き崩 し、政府や財界の側で打ち出され
た規制緩和の方向とあいまって、食糧管理制度の形骸化、新食糧法の制定に導いた。
V結 論
最後に、冒頭に示 した課題 に沿って分析結果を考察する。
第一に、ここ数年の米穀流通の規制緩和は、国家による米穀の管理という食糧管理制度
の根幹を崩 しつつ、 「市場原理」という名の下で、個別資本たる卸売業者の手に米穀流通
を委ねるものに他ならない。また、新食糧法 はそうした規制緩和の延長線上に位置づけら
れるとともに、外部か らの参入を容易にしたという点で、新たな一段階を画するものであ
る。
第二に、米穀卸売業者は、米穀の商品的性格が強まってい くのに伴 って、積極的に事業
を拡大 し、様々な方法によって利益を求める能動的な商業資本 としての性格を強めっっあ
る。また、国家 も米穀流通の規制緩和を進めることにより、それを支援 してきたと言える
。従って、現段階における米穀卸売業者の性格は、総資本が、直接あるいは国家を媒介に
して、支援す ることによって成長 しつつある商業資本である。
第三に、米穀流通の規制緩和の下で、米穀卸売業者 は商業資本的性格を強めるとともに
米穀流通外部の資本と結び付 いてきた。こうした動 きは、食糧管理制度を形骸化する方向
に導 き、結果的に新食糧法の制定の契機 となった。 しか しながら、この法律の下では、米
穀流通の諸業務、すなわち集荷や卸売、小売等の業務に新規参入 しやすくなり、これまで
食糧管理法下の規制によって半穀流通の中心か ら排除 されていた大手商社などの外部資本
の進出が予想され る。そういう事態になれば、米穀卸売業者 も、大企業を含めた競争相手
とめ更なる競争に巻 き込 まれ、結果的にその存在基盤 は動揺せざるを得ないと言える。
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論 文 審 査 の 要 旨
本論文は,半世紀にわたってさまざまな社会的役割を果た してきた食管制度が95年の10月末を
、もって廃止さ肋,そ れに代わって施行される,いわゆる新食糧法(主要食糧の需給と価格の安定
に関する法律)が 登場する背景について,主 に米の流通構造の変化,米 流通を担 う資本の性格の
変化の分析を通して明らかにすることを課題どしたものである。
分析方法としては,全 囲の米穀卸売業者に関する政府統計の利用にとどまらず,筆者等がおこ
なった独自調査で得た具体的資料を活用することを中心にしている。この独自調査は,19都道:府
県に及ぶもので,こ の分野のこれまでの研究において,こ のように膨大で具体的データーを独自
に収集 ・分析 したものはない。
また,分析視角においても,米流通を担 う資本が,国 の制度に単に受動的に対応するのみでは
な く,能動的対応を通 じて国の制度(食 管制度)自 体を変質させるとともに,それを通 じて,そ
の資本自体の性格をも変化させてきた,と いうことに視点を据えるとい う,従来の研究視角に欠
けていた内容(論 点)か ら,上記の課題に接近するという新たな視角を提示 した ことも評価で
きる。
分析の主要な内容は以下のとお りである。①米穀卸売業者の動向は複雑だが,そ の典型的な特
徴は,さ まざまなビジネス ・チャンスの利用 ・創造を通 じて米市場に対する支配力を強めてきて
いる,②卸売業者間の米売買行為を通 じて,米の価格形成にも一定の影響を及ぼすことが可能 と
なってきた,③ 米穀卸売業者,米穀小売業者 ・外食産業等の問の水平的 ・垂直的統合が,大手卸
売業者を中軸に進行している,④ これらの動向を通 じて,食 管制度下の規制を国内流通面におい
て1つ1つ 取 り除いてきた,⑤ さらに,こ うした資本活動を通 じ,これまでは単なる手数料商人
の性格が強かった米穀卸売業者は大手を中心にして次第に,近代的商業資本に成長しつつある,
とい うことである。
以上の分析の結論 としては,米穀卸売資本の米流通における能動的活動によって,既存の食管
制度における種 々の規制に対 してこれを取 り除く条件を作 り出すとともに,さ らに食管制度その
ものを空洞化する役割を果た し,そのことが新たに 「新食糧法」を産みだす1つ の原動力となっ
た,と している。
このように,本論文は,課題設定,分析方法,分 析視点,分 析 内容,そ して結論のいずれ も、
が,従 来の食管制度研究に欠落 していたものを批判的に検討した上で,新 たな秀れた知見を加え
たものと判断できる6従 って,審査会は本論文が博士の学位にふさわしいと判断した。
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